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令和２年度の主な取組み 

 

Ⅰ 新型コロナウイルス感染防止の取組み 

１ これまでの経緯 

１月 31日 県立図書館新型コロナウイルス対応会議の設置 

３月３日 利用制限開始 

・アクティブラーニングルーム（１階）、おはなしのへや（１階）、サイ

レントルーム（２階）の利用停止 

・椅子、テーブルの一部撤去 

３月 28日 臨時休館 

非来館型サービスの提供（※件数は５月 11日まで） 

・図書宅配サービス 206件、1,331点 

・調査相談サービス 74件（メール・FAX・郵送等） 

５月 12日 県内における緊急事態措置実施期間終了に伴い開館、一部サービス再開 

・開館時間 10時から 17時まで 

・１階開架エリアの閲覧再開、おはなしのへやの利用再開 

・滞在時間１時間程度、同時入館者数 100名程度まで 

・マスク着用及び入館時の検温、手指消毒 

・入館者の氏名、連絡先等の確認 

６月２日 政府の緊急事態解除宣言に伴い、サービス拡大 

・開館時間９時から 19時まで延長 

・サイレントルーム等の利用再開 

・同時入館者数 100名程度までの撤廃 

６月 19日 特定警戒区域（５都道県）との往来自粛解除に伴い、サービス拡大 

・滞在時間１時間程度までの撤廃 

・入館者の氏名、連絡先等の確認撤廃 

・新聞雑誌エリア、アクティブラーニングルームの利用再開 

８月１日 サービス拡大 

・開館時間９時から 20時まで 

・視聴覚コーナーの利用再開 

９月 19日 イベント等の開催に関する方針の見直しに伴い、閲覧席数を復元 

・サイレントルーム、ラウンジ、一般資料エリア等の椅子の増 

人と人との距離（２ｍ⇒１ｍ） 

11月26日 県新型コロナ対応レベルの引上げ（２⇒３）に伴い、来館者への情報発

信等を強化 

・来館者への情報発信 

マスクの正しい着用、こまめな手洗い・手指消毒、身体的距離の確保、

「山形県新型コロナ安心お知らせシステム」への登録等について、ポ
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スター、チラシ、三角柱、デジタルサイネージ等で来館者に周知 

・適切な換気 

空調による機械換気の外気吸込量を 30％から 50％に増やすととも

に、適宜、窓を開放し換気を強化 

12月11日 県新型コロナ対応レベルの引上げ（３⇒４）に伴い、来館者への情報発

信を強化 

・来館者への情報発信 

マスクの正しい着用、こまめな手洗い・手指消毒、身体的距離の確保

等について、ポスター、チラシ、三角柱、デジタルサイネージ等で来

館者への周知を強化 

・政府広報「この冬は、静かな年末年始を」を、３か所のデジタルサイ

ネージで広報 

 他に、「感染症、感染予防関係の企画展（２月から継続中）」、「臨時休校に伴い、小

中高生の貸出冊数を 10冊から 20冊に拡大（３月）」、「県内図書館（室）の新型コロナ

ウイルス感染拡大防止に係る対応状況取りまとめ→結果 HP公開（継続中）」 

 

２ 感染防止の取組み 

 県立図書館は、赤ちゃんから高齢者まで不特定多数が集まる施設であり、かつ、図

書資料等を多数の方が共有する施設である。 

 図書館法が定める「県民の知る権利の保障」等を保持しながら、感染拡大防止策の

フェーズ・危険度に合わせた図書館機能の持続可能な考え方を踏まえ、対策を行った。 

（１）基本的な考え方 

 入館時のマスク着用、検温・手指消毒の徹底、ソーシャルディスタンスの確保 

 ※職員・司書は登庁時に非接触式電子温度計での検温 

（２）具体的な取組み、対策 

・入館者に留意事項について掲示（エントランスほか） 

・アルコール消毒液の設置（エントランス、各カウンター、記帳台、ワークスペー

ス、トイレ、検索機ほか） 

・ソーシャルディスタンスの床面への表示（１階 ２か所、２階 １か所） 

・エントランスへの「サーモグラフィ」の設置 

・総合案内カウンター前への「書籍用除菌ボックス」の設置 

・各カウンターへのビニールカーテンの設置（１階 ２か所、２階 １か所）〔5/11〕 

・総合案内デスク等へのアクリル板の設置 

・エントランスへの「サーモヴュー」の設置〔7/8〕 

 

Ⅱ 今年度の取組み 

 『県民が集い・学ぶ 本のまち』を基本コンセプトに、「ときめく・たよれる・つなが

る・ひろがる図書館」の４つの柱を踏まえ、次のとおり取組みを行った。 
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１ ときめく図書館 

（１）親しみやすく、くつろげる空間の創造 

・エントランスホールにおける本に囲まれた空間を利用した催し 

〇居合道発祥の地山形県「図書館で居合道」 

〇日塔貞子生誕百年企画「詩の朗読と鑑賞の集い」（協力：山形県詩人会） 

〇山形紙芝居研究会による手作り紙芝居の寄贈＆上演会 

〇クリスマスフェスタ「山形東高等学校マンドリン部ミニコンサート」 

（２）誰もが利用しやすいサービスの充実 

・大活字本、マルチメディア DAISY（デイジー）図書の整備 

・YA世代向け「Teensコーナー」の通年展示 

（３）地域活性化や賑わいづくりの推進 

・春のこども読書週間 企画展「明日へ、夢へ、出発進行！」 

・なつやすみ特集（読書感想文課題図書等展示） 

・連携展示「『起業』って何？～やりたいことをやるための“起業”という選択肢～」 

・連携展示「２年で、なりたい自分になる。」 

・連携展示「知的財産ってなに？～事業に知財マインドを取り入れよう！～」 

・共催「『診断士の日キャンペーン』無料セミナー及び無料経営相談会」 

・秋の読書週間 県内出版物展＆〈縣人文庫〉池田成彬没後７０年展 

・〈縣人文庫〉日塔貞子生誕百年企画 

〇記念講演会「夭折した詩人 日塔貞子の愛と死、その生涯」 

 講師 渡部 泰山 氏 

〇合唱（山形西高等学校合唱団） 

〇展示「詩人・日塔貞子の世界」 

・児童向け企画展「絵本でめぐるたてもの」 

・クリスマスフェスタ「開けてびっくり！ラッピングブック」 

・リニューアル 1周年記念「アニバーサリーフェスタ」 

〇記念講演「変わりゆく文学テーマ～作家たちは何を書き、読者は何を求めてい

るのか～」 講師 池上 冬樹 氏 

〇Let’s理科読「音は伝わる」（山形大学理学部×NPO法人ガリレオ工房） 

〇ワクワク!!“くうき”の不思議大実験!!（山形大学理学部） 

〇図書館 DEトーク「シネマ通りの今までとこれからの話」（旭銀座のれん会） 

〇ネット鼎談「未来の図書館を考える」（NPO法人 Yamagata１） 

鼎談者 県立長野図書館館長 森 いずみ 氏 

    長野大学企業情報学部教授 前川 道博 氏 

    山形県立図書館館長 菅野 亮一 

〇大好き！県立図書館を山形ママが紹介します（山形ママコミュニティ mama*jam） 

〇おはなし会スタンプラリー（東北文教大学短期学部「児童文化部」） 
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〇宅配お試し便 

〇リニューアルオープン１周年のあゆみ展 

・通年展示「県内美術館・博物館めぐりコーナー」 

・通年展示「ビジネス支援コーナーミニ展示」（四半期） 

（４）開館時間の延長 

 令和２年５月１日より開館時間が、「９時から 19時まで」から「９時から 20時ま

で」と１時間延長。〔新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため 8/1実施〕 

 

２ たよれる図書館 

（１）専門書や郷土資料の充実 

・郷土資料等の出版情報を幅広く収集し、資料収集強化 

・市町村との役割分担を踏まえた所蔵構築 

（２）調査相談（レファレンス）機能の充実 

・市町村との役割分担を踏まえた、専門性の高い調査相談の充実 

・市町村への調査相談事例提供 

・国立国会図書館「レファレンス共同データベース」を通じた専門性の高い調査相

談事例の紹介 

 当館登録件数 473件（R3.2.28現在） 

・山形新聞の県内出版物 2020を紹介する特集記事執筆協力 

（３）地域課題解決等県民ニーズ実現への支援 

・行政機関等との連携展示 

・本の森講座「働くお母さん必見 女性のための法律講座」 

・消費者力アップ講座（県消費生活センター） 

（４）読育の推進 

・東北文教大学学生による絵本読み聞かせ会 

・県国際交流員による外国語による絵本読み聞かせ会 

・やまがた絵本マラソン（大人絵本山形との共催） 

・読育連携講座（村山教育事務所との共催） 

・「全国高等学校ビブリオバトル 2020山形大会」連携展示 

（５）積極的な情報発信 

・図書館ホームページ、Facebook、デジタルサイネージによる情報発信 

・図書館だより「本の森通信」発行 

・山形県公式 YouTubeチャンネルでの図書館 PR動画配信 

（６）図書館職員の資質の向上 

・北日本図書館連盟研究協議会 

テーマ「図書館の真の姿を問いながら、これからのあり方を考える」 

〇基調講演「図書館の真の姿を問いながら、これからのあり方を図書館の歴史を

紐解き考える」 
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 國學院大學文学部教授 新藤 透 氏 

〇事例報告「図書館の可能性を考える」 

 米沢市立米沢図書館館長 岸 順一 氏（図書館英語多読の可能性） 

 南相馬市立中央図書館司書 髙橋 将人 氏（知的好奇心を刺激する棚づく

り） 

 NPO法人ガリレオ工房 土井 美香子 氏（図書館と連携した「理科読」） 

・図書館職員専門研修 

〇危機管理編 

 講師 白河市立図書館主幹兼副館長 中沢 孝之 氏 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

３ つながる・ひろがる図書館 

（１）市町村図書館（室）と連携の推進 

・相互貸借による貸出 8,301点（R3.2.28現在）（前年度同期 7,419点） 

・山形県図書館大賞 2020「クスッと笑ってしまう、笑顔が生まれる本」 県内市町

村図書館と学校図書館 47館連携 

・井上ひさし没後 10 年記念「井上ひさし作品を読む」展示 県内市町村図書館 20

館連携 

（２）学校図書館との連携の推進 

・村山地区高等学校図書委員研修会共催 

・山形商業高等学校図書委員研修 

・高等学校教育研究会図書部会村山支部司書専門部会連携展示 

・山形商業高等学校図書委員おすすめの本展示 

（３）生涯学習機能を有する機関等との連携の推進 

・生涯学習センター山形小説家（ライター）講座講師の著作等展示（月替わり） 

・リニューアル１周年記念「アニバーサリーフェスタ」 

〇生涯学習センター山形学講座「人々は疫病をどうやって乗り越えてきたか」 

〇男女共同参画チェリア講座「絵本に見る『ジェンダー』」 

〇大学コンソーシアム「構成大学等の紹介パネル展示」 

（４）ICT活用の推進 

・インターネット予約 17,528点（R3.2.28現在）（前年度同期 8,802点） 

・アクティラーニングルームの活用 

〇山形工業高等学校と連携した子ども向けプログラミング教室「ドローンを飛ば

そう!!」 

〇NPO法人ガリレオ工房との連携「理科読シンポジウム（オンライン）」の開催 

（５）図書館運営への県民参加の促進 

・登録ボランティアが蔵書点検時の書架整理に参加 

・雑誌スポンサーの受入 
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サーモヴュー 
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東北文教大学生による絵本読み聞かせ会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県図書館大賞 2020 
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